
Ⅲ：動物の行動
動物の行動についての知識や理解を中心にみる問題です。ミ

ツバチの８の字ダンスを題材に、その理解やグラフ・図から判
断する力などをみています。また、アメフラシを題材に学習に
ついての知識や理解もみています。
Ⅳ：炭酸同化

炭酸同化をテーマに、光合成についての知識や理解をみる問

題です。おもに光合成のしくみについての知識や理解をみてお
り、光合成色素についての理解などもみています。
Ⅴ：遺伝子と染色体

遺伝子と染色体についての知識や理解をみる問題です。遺伝
子座の理解をもとに考察する力もみています。また、減数分裂
についての理解や理解をもとに考察する力もみています。

化　学�
基礎評価型
Ⅰ：小問集合

身近な物質、電子殻、イオン半径、電子配置、酸化還元反応
などについて、単なる知識だけではなく根本的な理解ができて
いるかをみる問題です。

問１、２、４、５は基礎的事項の知識や理解を問う問題で、
ぜひ理解しておいてほしい内容を出題しましたが、問１、２、
５の受験生全体の平均正答率（以降、正答率と略記）は５割程
度でした。問３は、中心の原子核の電荷が増えるほど、電子が
引きつけられてイオン半径が小さくなることの理解が不十分な
ためか、正答率は３割程度にとどまりました。
Ⅱ：無機化学、理論化学

前半のAは、塩素の捕集法、およびハロゲンの性質に関する
問題です。ハロゲンに関する複数の知識を総動員して判断する
必要があり、幅広い理解ができているかを問いました。各設問
の正答率は６割～９割程度で、比較的よくできていました。

後半のBは、希硫酸と硫酸銅(Ⅱ )二つの水溶液の、並列接続
による電気分解の問題です。問１は陰極で発生する気体（水素）
の体積を与え、陽極で発生する気体（酸素）の体積を求める基
本的な問題でしたが、H₂：O₂＝２：１を利用することができず
正答率が６割と意外に低い結果でした。
Ⅲ：理論化学

Aは、イオン結晶の結晶格子に関する基本的な理解を問いま
した。問３の正答率は約９割とよくできていましたが、問１の
正答率は５割にとどまりました。

Bは、メチルオレンジの電離平衡をテーマに、pHによって平
衡がどのように移動するかを論理的に思考する力を問いました。
あまり見慣れない問題なので、問題の解法パターンを覚えると
いう知識習得主体の学習法だけでは、対応できなかった受験生
がいたかもしれません。問１は、電離平衡の式で右辺にH＋が
あることからM－は塩基性のときの構造と判断できるので、メ
チルオレンジは黄色とわかり、逆に左辺のときは酸性で赤色と
わかりますが（両方が合っていて正解）、正答率は４割以下と難
しかったようです。

大学入試問題において、高校ではあまり学ばない内容が出題
される場合は、解答に必要なことは問題文中で説明されていま
す。よって、入試対策として高校レベルを超えるような知識の
習得は不要で、問題文に書かれていることを化学的・論理的に
正しく理解する力のほうが重要です。そのためには、日ごろか
ら教科書の内容をしっかり理解する（「覚える」のではない）習
慣を身につけることが効果的な入試対策となります。
Ⅳ：有機化学

Aは、不飽和炭化水素の異性体の数、燃焼反応、性質などに
関する基礎的な理解を問う問題です。問１ではC６H14の構造異
性体の数と鏡像異性体の有無を問いましたが、正答率は４割程
度とあまりできていませんでした。

問４は正答率が１割程度でしたが、勘違いをした人が多かっ
たのかもしれません。選択肢①のアセチレンと塩素の反応式は

「CH≡CH ＋ Cl２ → CHCl＝CHCl（１、２-ジクロロエチレ
ン）」ですが、塩化ビニルCH２＝CHClはアセチレンに塩化水素
を付加すると生成します。

Bは、クメン法によるフェノールの製法をテーマとした問題です。
問１は⑤が正解で、フェノールと無水酢酸から酢酸フェニル

というエステルが生成します。選択肢②の異性体を書きだすこ
とができず、これを正解としてしまった人が多かったようで、
正答率は４割程度でした。

総合評価型
Ⅰ：小問集合

蒸留、状態図、イオンに関するさまざまな知識、配位結合、
塩の加水分解などに関して、基本的な知識・理解ができている
かをみる問題です。
正答率は、問３が５割以下と低かったものの、他の問いは６～

９割程度でした。
Ⅱ：無機化学、理論化学

Aは、硫黄とその化合物をテーマに、反応と性質に関する知
識や理解をみる標準的な問題です。問われている内容は、教科
書の記載に沿ったものでしたが、リンに関する問題は頻出では
なくなじみが薄かったためか、問１～３の正答率は５割前後に
とどまりました。

Bの問２は、メタノールの生成熱や、メタノールから水素を
生成する反応熱などから、メタノールの燃焼熱を求める問題で
す。水の蒸発熱の扱いが難しかったためか、正答率は３割以下
でした。問３は、メタノールから生成した水素を用いて発電す
る燃料電池に関する問題です。変換効率などの見慣れない用語
や定義を、限られた時間内に正確に読み取る力や、様々な知識
を組合せて化学的に理解することができるかを問いました。標
準的な(１)、(２)は５割程度できていましたが、(３)の変換効率
の意味が理解できない人がいたためか、４割以下と難しかった
ようです。
Ⅲ：理論化学

Aは、コロイドをテーマとした問題で、問１～３では基本的
な用語などに関する知識を、問４では浸透圧に関して思考する
力を問いました。問４では、臨界ミセル濃度についての説明文
を読み、意味を理解したうえでグラフを読み取る力を問いまし
た。(１)の臨界ミセル濃度の理解を問う問題は９割近い正答率
とよくできていましたが、(２)はさまざまな情報を用いて考察
するかなり難しい問いで、正答率は１割程度でした。

Bは、クロム酸カリウムを用いて塩化物イオンを定量するモー
ル法に関する問題で、溶解度積に関する深い理解を問いました。
問２は８割程度の正答率とよくできており、難問の問３も５割
弱の正答率でした。
Ⅳ：有機化学

Aは、さまざまなカルボン酸をテーマに、性質や構造につい
て問う標準的な問題です。問３は、マレイン酸とフマル酸に関
する記述の正誤を問いましたが、不飽和であることが理解でき
ていないためか、正答率が４割弱でした。

Bは、アニリンの性質とジアゾ化をテーマとした問題です。
問１の(２)では、生成したアニリンは水に不溶なので上層に遊
離しますが、これが分からなかった人が半数以上でした。実験
をした経験があればわかることですが、あまり実験をしない高
校もあるかと思います。図説や資料集などで、実験に関する知
識理解を補うことも大切です。

問２の塩化ベンゼンジアゾニウムC６H５-N２Clの構造式は、正
答率が３割以下でしたが、構造式の丸暗記を期待したわけでは
ありません。化学式（原子の数）からまず選択肢③と④が除外
でき、次に電荷が±０でないことから②と⑤が除外できます。ま

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

20 21



た、N原子とCl原子がそれぞれ閉殻（電子が８個）になるよう
な共有結合のしかたを考えると－N≡N－Clとなり、⑥が正解
だと判断できます。なお、－N＋≡N－Cl－という電荷の偏りは、

Clの電気陰性度が大きいためです。化学では、知識の暗記は大
切ですが、物質の反応や構造の原理の理解も大切です。

国　語�
基礎評価型・総合評価型ともに国語の基礎的な学力を問う問題

です。現代文では、漢字や語句の問題からはじまり、さまざまな
形式で文章の論理を問います。古文では、単語・文法という基礎
中の基礎から、その基礎にもとづく読解問題が配置されています。
また、文学にかんする知識を問う問題も、大学入学後の必須知識
として出題しています。

正答率の低かった設問については、そのパーセンテージも付し
ています。あわせて参考にしてください。
基礎評価型-国語①

現代文の問題文は、東京大学の入学式や卒業式の式辞にかんす
る平易な文章です。本文中の記述を根拠として説明を求める問題
が中心です。

問一：漢字問題では同音異義語のある紛らわしい選択肢に注意
しましょう。Cの正答率が約34％で、漢字問題でもっとも低いも
のでした。「無惨」と「無残」の二つが正解の候補になりますが、

「惨」の字をふくんだ熟語は選択肢にはありません。それゆえ、
「残」の字をふくんだ選択肢①が正解になります。漢字問題は選択
式ですが、手で書いて練習するのが習得の近道です。

問二：接続詞補充問題は、段落間の関係などに注意しましょう。
問三：空欄補充問題です。「ろ」の問題の正答率は約26％、「ほ」

の問題の正答率は約33％でした。「ろ」の場合、①「優越感」と④
「免罪符」の二択となりますが、前段で指摘されている他者にたい
する想像力の限界という問題や、空欄のすぐ後の「危うさ」とい
う表現に注意すれば、空欄をふくむ「精神的〇〇」とは、しては
いけないことやできないことをすることに、もっともらしい理由
をつける内容である、と推測されるでしょう。また、「ほ」の場
合、巨大な「権力構造」を〇〇するものを選択するわけですから、
⑤「醸成」以外は不適切になります。「権力」ではなく「権力構
造」であることに注意が必要です。

問四：語句の意味を問う問題です。分からない語句が出てきた
場合、推測で済ませるのではなく、辞書などで意味を調べるよう
にしておきましょう。

問五：傍線部の内容を問う問題です。本文のなかで「想像力」
がどのように定義され、そしてその限界がどのように述べられて
いるのかに注意しましょう。

問六：傍線部の内容を問う問題です。「教育の本質の問題」につ
いては、傍線部以降の段落で述べられています。「教え授ける者」
と「学ぶ者」という関係について述べた箇所や、「知識とその使用
法に関する体系を伝達する過程の中に、価値観がしのび込んでい
る」といった内容が、問題を解くうえでのキーフレーズになりま
す。正答率は約37％でした。

問七：問題文で欠けている一文を選択肢のなかから選択する問
題です。空欄の前後の文脈を整理したうえで、選択肢の内容を考
える必要があります。空欄の前は引用文ですから、空欄に入る文
章は引用文と関連した内容になり、まず⑤が除外されます。また、
①と②も選択肢の内容が本文の内容と合致しないので除外されま
す。空欄のあとの段落では、彼ら（大学紛争当時の学生）が問い
ただした内容の本質を述べており、引用文と学生の問いの本質と
を関連づける一文が、もっとも適当なものになります。④の選択
肢の「この最後の一文」というフレーズも参考になるでしょう。
正答率は約28％でした。

問八：本文の内容と照らし合わせたうえで、「アクティブ・ラー
ニング」の問題を問う問題です。「アクティブ・ラーニング」に価
値観が忍びこんでいる可能性があるという点が、本文では指摘さ
れています。
基礎評価型-国語②

古文の問題文は、『増鏡』の「承明門院の他界」と「後嵯峨上皇

の高野御幸」の一段にかんする問題です。設問はいずれも基本的
なものです。文法（品詞分解や敬語等）・単語を単体で問うばかり
でなく、それらが組みあわされた設問もありますが、基本が押さ
えられていれば難しくはないでしょう。

問一：「し」の識別は、古文読解の能力を問うための問題です。
基本的な古文の文章について、品詞分解ができるようになってお
きましょう。八種類の「し」をすべて適切に理解する必要があっ
たためか、正答率は約25％と低いものでした。

問二：敬語の対象を問う問題です。c「いたづき奉らせ給へる
に」のみ正答率がやや低く（約61％）、文法・単語の両面から考え
ることが大切です。

問三：漢字の読みかたを問う基本的な問題です。
問四：基本古語の知識を活用して現代語訳しましょう。「御なや

み」「心のどか」「心もとなし」などの単語や、「べし」「じ」の用
法に注意しましょう。

問五：傍線部の内容を問う問題です。承明門院についての内容
であること、「ことわり」の意味を理解していること、これらが必
要です。

問六：傍線部の内容を問う問題です。問題文で記載されている、後
嵯峨院・顕定・公基のエピソードを正確に読みとくことが重要です。

問七：傍線部の内容を問う問題です。傍線部の主語・目的語に
注意したうえで、文法・単語の両面からも考えましょう。

問八：傍線部の内容を問う問題です。問七と同様で、傍線部の主
語・目的語に注意したうえで、文法・単語の両面からも考えましょう。

問九：傍線部の内容を問う問題です。問題文に登場する人物の
関係性を理解していないと、正確に解くことができません。

問十：文学作品にかんする知識を問う問題です。正答率は約25％
と低いものでした。

問十一：文学作品にかんする知識を問う問題です。正答率は約
52％でした。
総合評価型-国語①

現代文の問題文は、ユダヤ人哲学者であるマルティン・ブーバー
の『我と汝』について、志慶眞文雄が書いた文章です。仏教関係
の用語があり、一見すると難解ですが、論旨じたいはシンプルで
す。設問数は多くありませんが、特に問五・問六・問七などは選
択肢と本文とを照らしあわせて丹念に読む必要があり、それなり
の解答時間を要するでしょう。

問一：同訓異字には日常から注意しておきましょう。漢字問題
は選択式ですが、手で書いて練習するのが習得の近道です。

問二：接続詞補充問題は、段落間の関係などに注意しましょう。
問三：空欄補充問題です。「い」の問題の正答率は約27％、「は」

の問題の正答率は約30％でした。「い」の場合、「かつて」を「かっ
て」と表記する場合もあることに注意が必要です。「は」の場合は、
選択肢がすべて四字熟語であり、四字熟語の知識も求められます。

問四：語句の意味を問う問題です。分からない語句が出てきた
場合、推測で済ませるのではなく、辞書などで意味を調べるよう
にしておきましょう。

問五：「依他性」「分別性」「真実性」という三つの見方につい
て、問題文でどのように定義されているのか、そして三つの見方
はどのような関係性にあるのか、この二点の理解が必要です。難
解な仏教用語ではありますが、問題文ではていねいな説明があり
ます。正答率は約37％でした。

問六：傍線部の内容を問う問題です。問題文で指摘されている
ブーバーの「対応語」の内容をふまえれば、正解は容易に導ける
でしょう。正答率も約89％でした。

問七：傍線部の内容を問う問題です。問六とも関連しています。
「このことば」のなかに出てくる「根源語」「単独語」「対応語」の
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抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

50 51



●●科化学 〔●方式〕化学〔基礎評価型〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

52



●●科化学 〔●方式〕化学〔基礎評価型〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

52 53



●●科

化学 〔●方式〕

化学 〔●方式〕

化学〔総合評価型〕

化学〔基礎評価型〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

54



●●科化学 〔●方式〕化学〔総合評価型〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

54 55



●●科化学 〔●方式〕化学〔総合評価型〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

56



●●科化学 〔●方式〕化学〔総合評価型〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

56 57



●●科化学 〔●方式〕化学〔総合評価型〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

58



●●科化学 〔●方式〕化学〔総合評価型〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

58 59


